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1 ����

パンタグラフと1I823のJ4��のためのHBKパンタグラフ56ソリューション
は、パンタグラフに7+80するN9%678-Bソリューションです。
このソリューションは、�のアプリケーションに �できます：
� B:;<のP=からのデータ>,RSに&づいた1I823のJ4��；
� EN50317に?@したパンタグラフTUための+/.AB；
� パンタグラフのC	および�
。
HBKパンタグラフ56ソリューションは、2DE
3のVWにFられるような�
X�
�で��にYZできる[�にパッシブなソリューションです。HBKは、センサからソフ
トウェアまでお^Gのニーズに�わせた8Bを<い、さらに=bバスd!とH�するシ
ステム8BをIeし、JfのKW、E0、�1の[�なマッピングをiLにします。こ
れにより、j�なメンテナンスを
Mし�N%な)O%に&づくメンテナンスをkPし
コストlQがiLになります。

1.1 システム��
このFSOEM-1701 パンタグラフ-Bソリューションは、�
X��でRSな-Bを<う
ためのパッシブで��な678センサを.mび$(1)-に �しています。

1.1.1 �� !
T?%なシステムには�のものが"まれます：
� ���
$(1) FS65HDA x4
� ���
.センサ FS66HDL x4
� *2+,ボックス x1
� +,ケーブル（またはn�
をUたせる�� x2） ｘ１
� MXFS QuantumX BraggMETERモジュール　ｘ１
pY��(678インテロゲータを"まない)は、パッケージとして&Vすることも、q
rに&Vすることもできます。インテロゲータはrW&Vする#�があります。
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6ファイバ+,のみ

センサ

*2+,ボックス

インテロゲータ
+,ケーブル

�1.1 ���なシステム
�

=bd!とGPSからの
�は、インフラとそのメンテナンス)Oのグラフィカルマップ
を�Xするためにも �できます。このハイブリッドH�システムを �することで、
B:メンテナンスのために=b;<をxMするyわりに、23のYZを[,%に.Dし
、#�にzじてメンテナンスの)Oを\てることができます。

パンタグラフ�に��される��システム"#

タイプ "#の$% &# '"# ()
$(1センサ 34 g 4 136 g
Rり{けネジとワッシ
ャ~$(1)

]& 12 ]& ^_したねじの`�に��

.センサ 90 g 4 360 g
マウントプレート~.
センサ

]& 4 ]& Rり{けプレートは、パンタ
グラフのaNbが8)および
�cすることがdましい

R{けボルトとワッシ
ャ~.センサ

]& 16 ]& ^_したボルトのタイプに�
�

センサケーブル 55 g/m 8 440 g �B1)

プラスチック�のケー
ブルタイ

<10 g �B1)

1) パンタグラフに�BされているケーブルのRSなeは、80fにgBされます。
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メモ
�
��ボックスと��ケーブルはパンタグラフ�ではなく��に�り�けられている
ため、 これらの� はパンタグラフのシステム� に!まれません。

1.1.2 システム*+
��のようなT?%なシステムでは、��を-Bできます：
� I7+/.
� I7h�の$(
� コンタクトラインのE0(ジグザグiY)
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2 ��および��に�する����

2.1 ,-に�する����

2.1.1 .い/!の01
バツ�が{いた=k{きごみlとk3のmn�!をoみ�わせたマー
クがが��にp{されている��は、��がq�r�
2002/96/EC の�sであり、q�>�および�の�々で]Bの��シス
テムがt�されることを'�します。すべての
u��および
��
�は、vw�や��の	
��x�Ny�とはrに、z�または�h
vw�がrBした��P8を{|して��する#�があります。 �
:�が}ぎた�い��をt�に��することで、��や��の��に
���をmぼすiL
を
Mできます。

 �:�が}ぎた�い��の��h~の��については、��を� した�¡オフィス
、��x�Nサービス、または�¤¥にお¦い�わせください。HBKファイバーセンシ
ングは、 ANREEE に��されているメーカーです。「 Associa ç ã o Nacional para o
Registo de Equipamentos Electricos e Electricos 」（ PT001434 ）に��されています。
HBK FiberSensing �は、 Amb3E �と「 Utente 」タイプの§�を��しました。
この§�により、「��
u
�$%aNのためのポルトガル©ª」のjBに&づき、
メーカーの HBK FiberSensing �から EEE�への
�$%および
�$%の��xaN
（
u$%および
�$%の�0など）をポルトガルにおいてSkにkPします。

2.1.2 パッケージの01
この�0のパッケージは、�Eおよび�a«のJfから��するように8)されていま
す。また、��への��を�¬�に�えるために、EUの��xaNjTに­って、リサ
イクルまたは®¯�できる��でZられています。
$%をrの��にiYするJBがある��は、°のパッケージを®¯�できるように�
aしておくことをお±めします。これにより、�Eをt�に��するだけでなく、��
xの��をSkにQらすことができます。
�N�のlには、そえぞれのパッケージで �されている��に�する
�が��され
たラベルが"まれています。
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�2.1 "#ラベルの%

��のr�に­って、�³をUってt�に�Nを��し、��の����に��してく
ださい。ご©.ありがとうございます。
パッケージを��するには、�のy�をk<します：
� ラベル、+�´、�、ホッチキスの�¶、キャップなど、パッケージと�なる��の
{·xはすべてRり�きます。

� パッケージを�で�い�し、� xや¡れをRり�きます。
� パッケージを¸らにするか¢りたたんで、�eをQらし、スペースを£�します(ガ
ラスは¤¥しないでください)。

� �N�を`�rに¹�し、t�なリサイクル�コンテナまたは¦に れます。
§たちの�Nのほとんどは¨とプラスチックでZられており、®¯�またはリサイクル
を�%としていますが、��ノN�にはtしていません。お^Gにお»けする¼��の
�Nラベルに��されている、HBKファイバーセンシングで �される�N�の��に
ついては、「�N�!」の©を½ªしてください。

パッケージ��
�N�には、ガイダンスのために�zする�!が{いています。

��にはtしていない

リサイクルiL

さまざまな��のリサイクルシンボルには、��タイプを«rする¬¿とV¿が"まれ
ています。Àえば、PET(ポリエチレンテレフタレート)も!!1でマークされ、PE-
HD(�Â1ポリエチレン)は!!2でマークされています。¨(PAP)の��、20は­ボール
に�zし、22は¨に�zします。これは®¯、�°などに �されているような¨で
す。
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�2.2 リサイクル'(

プラスチック
プラスチックN���は、	
%にバッグ、フィルム、トレイ、プラスチック�Ã�、
または�%です。

バッテリ
バッテリはパッケージには"まれていませんが、�0またはアクセサリにÄ�されてい
る��があります。��については、セクション2.1.1�いアプライアンスの��を½ª
してください。

�
¨の�N�は、±Å、l、カートン、Æ²、またはラベルです。

��
�·N���は、	
%に³、´、キャップ、またはワイヤです。

����
µ$�のN���は、¶�、コルク、または·であり、È¸Éまたは®¯�できるÊ¹
または�¹º
��でできています。
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ガラス
ガラスN���は、ボトル、»、または¬»です。

コンポジット（���）
¼�N���は、¨、プラスチック、アルミニウムなどのさまざまな��のÌでできて
います。それらはリサイクルシンボルとN�のo�を�すV¿を½�してあります。た
とえば、PAPは¨とプラスチック�、Aluはアルミニウムを�します。

2.2 EN45545�23み

お4らせ
この)*の+,および-./0の12については、MXFS QuantumX
BraggMETERモジュールのユーザーマニュアルを9:してください。

2.2.1 56789
パンタグラフ56ソリューションのpY��は、EN 45545-2:2020のハザードレベルHL3
(¾¿=bの`�を¦わず)のC	ÍGでS\された&?に­った���Îに?@してい
ます。

2.3 ��で:;ている)<
ユーザーの��に�するÀ�なr���は、]にÐÁして��されています。�Âや8
ÑのJfを
Mするは、これらのr�に­うことがÀ�です。

シンボル =>
(= この�!は、;<=Ã��の�ÒをÓると、>?な、

あるいは«Ä1のÅf�ÂにつながるiL
をÆÔし
ています。

�� この�!は、この���Ã��の�ÒをÓると、 
@ABJにつながるiL
について、ユーザーの&'
をÕすものです。

"+
この�!は、���またはそのRりÇいに�する�=
な 
�に�してユーザーの&'をÕすものです。

ヒント
この�!は、ユーザーにÖ\つアプリケーションに�
するヒントなどの
�を�しています。

��
この�!は、���またはそのRりÇいに�する
�
に�してユーザーの&'をÕすものです。
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=>シンボル
CDするEF
9: ...

V©�のテキストをÐÁするには、Ø¿を �してい
ます。これにより、Ù�のV�やファイル、Ú、©へ
の�>{けをしています。

� このマーキングは、y��のアクションを�します。
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3 ��	


3.1 ?@�A

3.1.1 !�B<ごとにCまれるD?

 !B< ?E
1-FSOEM-1701 ���
.センサ FS66HDL　x4

���
$(1) FS65HDA　x4
*2+,ボックス　x1
+,ケーブル　x1
クリーナキット x1（クリーナAおよびB）

1-FSOEM-1701-01-01 ���
.センサ FS66HDL x1　
1-FSOEM-1701-02-01 ���
$(1) FS65HDA x1
1-FSOEM-1701-03-01 *2+,ボックス x1
1-FSOEM-1701-04-01 +,ケーブル x1
1-FSOEM-1701-05-01 クリーナキット（クリーナAおよびB）x1
1-MXFS8DI1/FC MXFS QuantumX BraggMETERモジュールcatmanEasyライセ

ンス{き x1

3.1.2 F+となるGHのIJ

^_したネジおよび、それに�するÈÛトルクに­って、R{ZÉを<うためのレン
チ/スクリュードライバ
PC（À：1-CX22B）

3.1.3 F+となるGHの?@

M8ボルト、ねじのÜみ�い�さの�¬12 mmを��した�さをUつボルト
（FS66HDLごとに4�）
M3ボルト、�¬ねじÜみ�い�さ6 mmを��した�さ、および¸ワッシャ
（FS65HDAごとに3q）
M4ÊËボルト、ねじの�¬Üみ�い�さ8 mmを��した�さをUつボルト
（カスタム8)ブラケットのËのÌさに��、+,ボックス1qあたり4�）
FS66HDL�Rり{けブラケット（カスタム8)）
*2+,ボックス�Rり{けブラケット（カスタム8)）
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ケーブルを�Bするための�ÍÙ3
LをUつケーブルタイ
（À：HellermannTyton 111-05400）
MXFS�
Î（À：1­NTX001）
Ethernetケーブル (À：1-KAB239-2)

3.2 K�Lな(=��
センサは±Å、.+$(1を-Bするために4Ï�に80されます。

.センサおよび$(1センサ

�3.1 GH�なセンサのJK

"+
LMにNのような�OPQをRうS=があります：
� .センサおよび+,ボックス�のRり{けブラケットの8)とTZ。
� +,ボックスからM40のグランドに �できる±}ËがÊÝにあることをS�。

HBKではÐÑできていないパンタグラフやjTが¬Þく�ßするため、これらのy�は
お^Gの�³で<う#�があります。

ヒント
UVのパンタグラフに�り�けるMに、WXYのパンタグラフにセンサを�り�けてテ
ストすることをお[めします。
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(=
S=なアース��をすべて\]してください。パンタグラフのモデルや_Vの`Raに
よって=bがcなるdeがあるため、これf�のghはありません。

パンタグラフセンサをRり{ける�は、��のÒに&'してください：
� RりÇいにはà¹ご&'ください。
� パンタグラフセンサはÓÂセンサであるため、センサのÓ1はRしいRり{けにáき

く��します。
� センサに}ÅÔをかけないでください。
� mh�の.やトルクをÕけてください。
� センサはケーブルとÖ×して�ÅにØeです。ケーブルを�Bするâに、JfをÕけ

るために&'してRりÇってください。
� センサからãているケーブルのナットはセンサ��の	�であるため、�めてはいけ

ません。

メモ
パンタグラフijシステムYのセンサはklE*であり、m�に�りnうS=がありま
す。センサをoとしたり、pいたりすると、qrstなuvをwきxこすおそれがあり
ます。センサyKzを!め、{に|}~にならないようにしてください。
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3.3 コンポーネントのインストール

3.3.1 M,-9Nセンサ FS66HDL
FS66HDL.センサは、�ÚのようにボルトでRり{けます。

�3.2 FS66HDL�����センサの����（��mm）

O(のブラケット
パンタグラフのモデルに��、これらのセンサをRり{けるためのブラケットは �b
によるカスタムメイドでなければなりません。
ブラケットは、ÅÔベクトルがセンサの«äに�0されるようにする#�があります。
�3.3に�すブラケットのÚºでは、ÔÀE0がI�されています。
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ÔÀh� コンタクトス
トリップ

カスタムブ
ラケット

コンタクトストリップのサポート

ÓÓÓÓÓÓ
ÓÓÓÓÓÓ
ÓÓÓÓ
ÓÓÓÓ
ÓÓÓÓ

ÓÓÓÓÓÓÓ
ÓÓÓÓÓÓÓ
ÓÓ
ÓÓ
ÓÓ

�3.3 FS66HDLフォースセンサの�り�けブラケットの���

パンタグラフ�cに80された.センサのÀを�します。

�3.4 FS66HDLフォースセンサは、カスタムy�のブラケットで�り�けられてい
ます

"+
パンタグラフの��aがこのPQを\RすることをCくお[めします。このEFはパン
タグラフ
�を�Fに��していることがS=となるためです。このようにして、yK
s�、��、PQ��のリスクを���に�えます。
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��
.センサは、âÙのようにブラケットを �して4 PC M8ボルトでパンタグラフにRり
{けられています。Ð110.9、�め{けトルク30～35NmのM8ボルトを �することを
お±めします。ボルトはå�メッキの�¾�を �してください。
ねじのÜみ�い�さは12 mm��である#�があります。�ÚYがÛBされるÏ�への
80やæ�%な80の��は、Loctite 243またはÄÜのスレッドロッカーを �するこ
とをお±めします。

�3.5 パンタグラフにFS66HDLフォースセンサを�り�けたところ

ケーブルPQ
センサからのケーブルは、*2+,ボックスに�3する#�があります。ケーブルは、
UV�
ケーブルタイ（À：HellermannTyton 111-05400など）を �してパンタグラフ
にRり{ける#�があります。

ヒント
パンタグラフの��な�Pを�tにし、uvや� ¡への¢£を¤けるために、ケーブ
ルの¥¦な§¨は、�Fな©ªを«たせるために、パンタグラフの��¬­aとG®に
¯ するS=があります。
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3.3.2 M,-9HRST FS65HDA

��
FS65HDA$(1)も、�ÚのようにボルトでRり{ける#�があります。
¼$(1)は、t�な¸ワッシャをÑえた3�のM3ねじでパンタグラフにRり{けら
れ、ねじのÜみ�い�さは6 mm��です。 クラス10.9、�め{けトルク1.5～2NmのM3
ネジを �することをお±めします。ネジはå�メッキ�¾�を �してください。�
ÚYがÛBされるÏ�への80やまたはæ�%な80の��は、Loctite 243またはÄÜ
のネジÝみMめ+�´を �することをお±めします。

お4らせ
�°を¤けるために、±²³�の¥¦なyKJKをパンタグラフの��aに¦+するS
=があります。
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�3.6 FS65HDAヘ����±²³�の����（mmµJの��）
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�3.7 パンタグラフにFS65HDA±²³�を�り�けたところ

ケーブルPQ
センサからのケーブルは、*2+,ボックスに�3する#�があります。ケーブルは、
UV�
ケーブルタイ（À：HellermannTyton 111-05400など）を �してパンタグラフ
にRり{ける#�があります。

ヒント
パンタグラフの��な`�を�tにし、uvや� ¡への¢£を¤けるために、ケーブ
ルの¥¦な§¨は、�Fな©ªを«たせるために、パンタグラフの��¬­aとG®に
¯ するS=があります。

3.3.3 UV��ボックス
*2+,ボックスは、すべてのセンサからのd!を1�のケーブルに��し、P=��へ
のd!のÞßを�
します。この�%のために、P=のÙç、ボックスとグランドの�
にあるケーブル{àは、èいPTFEチューブで��されています。
n�
をS�するため、ケーブルçには2つのコネクタが�'されています。システムに
ファイバ éが��しない��は、これらのコネクタのうち1つだけを+,してくだ
さい。
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HBK FSシリアル!!

�3.8 �
��ボックス–ボックス¶の����（mmµJの��）

ケーブルグランド
M40 x 1.5

ケーブルグランド
M25 x 1.5

Ø 16 PTFE
チューブ

Q-ODC-12エクステンション

ラベル：ê�

ラベル：JÑ

�3.9 �
��ボックス–ケーブル¶の����（mmµJの��）

O(のブラケット(WXYZ)
パンタグラフのモデルにより8)が�なるため、ボックスをRり{けるためのT?%な
ブラケットはありません。カスタムメイドする#�があります。
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お4らせ
パンタグラフの��aがこのPQを\RすることをCくお[めします。このEFはパン
タグラフ
�を�Fに��していることがS=となるためです。このようにして、yK
s�、��、PQ��のリスクを���に�えます。

��
ボックスは、��のようにブラケットを �して4�のM4ボルトでRり{けられていま
す。�¬�さ12mmのM4Êボルトを �することをお±めしますが、このëはブラケッ
トのËのÌさによって�なります。Üá10.9のM4ボルトを �し、�{けトルクは4Nm
をお±めします。ボルトはå�メッキの�¾�を �してください。�ÚYまたはæ�
%な80の��は、Loctite 243またはÄÜのネジÝみMめ+�´を �することをお±
めします。

[\のケーブルグランド
P=のaNbとìâグランド（��3.10の1）をy�する#�があります。このZÉを<
う�は、Rしいサイズのグランドが �されていることをS�するために、k�のケー
ブルグランドをS�することをお±めします。

お4らせ
��のケーブルグランドは、yKMに_Vの��aとD¸するS=があります。

�3.10 ��のケーブルグランド
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ケーブルPQ
ボックスからのケーブルはìâのケーブルグランドに�3する#�があります。ケーブ
ルは、UV�
のあるケーブルタイ（À：HellermannTyton 111-05400など）を �して
t�に�Bする#�があります。
ケーブルブレークアウトçは、P=�のケーブルグランドを±して、M4x1.5ケーブルグ
ランドで�BされたPTFEアウターチューブを �して�Bされます。
P=�では、データ��システムのE0までケーブルを±す#�があります。

3.3.4 ��ケーブル
+,ケーブルは、センサd!を678インテロゲータにSkに+,するために �され
ます。テクニカルラックまたは-Bシステムの80��への�N%な{àにãって�0
し、�Bする#�があります。

8x FC/APC コネクタ

Q-ODC-12プラグ
HBK FSシリアル!! コネクタ«rラベル：C1 : C8

�3.11 ��ケーブルの����（mmµJ）

3.3.5 ]^_インテロゲータ MXFS
パンタグラフ56システムにRり{けられている678インテロゲータは、MXFS
DIです。これは、FBGベースセンサのY%d!��� QuantumXファミリーのモジュー
ルの	�です。100S/sまたは2000S/sでYZし、�á128qのFBGからデータをÄfにR
Sします。
��については、�0のユーザーマニュアルを½ªしてください。
�もíäな��では、catmanEasyがインストールされk<されているPCにイーサネット
{|で+,されたインテロゲータをÛBしています。



25
FSOEM-1701
80y�

�3.12 MXFSとcatmanソフトウェア

"+
MXFS DI EN45545+ は、Xフレームなしの»¼½Kに¾¿です。フレームの�りÀしの
12については、QuantumXユーザーマニュアルを9:してください(A03031はこちらか
ら ÁÂできます)。

https://www.hbm.com/fileadmin/mediapool/hbmdoc/technical/A05546.pdf
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4 ��

システムは、¼センサがインテロゲータの1つの67コネクタに+,される8)になって
います。また、+,が�åされた��にÑえて、システムにn�
を#$するセンサ�
のJÑのファイバー+,をIeします。	hのçからセンサd!がîæしない��は、
もう	hからセンサをRSできます。

4.1 センサ
�4.1�に、+,のレイアウトが½�されます。

ê�センサ JÑセンサ

*2+,ボックス

678�3

*2+,ケーブル

ê� JÑ

MXFS

6ファイバのピンïりðて
ç �

C1からC8へ
（メイン）

`aのbc

�4.1 ���

センサをRり{けたら、+,ボックスに+,する#�があります。センサがボックスに
+,される�ñは³'です。
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ヒント
��ケーブルのブレークアウトケーブルコネクタとのÄÅがわかるように、どのセンサ
がどのポートに��されているかをÇきÈめておくことをお[めします。ただし、セン
サへのアクセスがあるde、� ÉにセンサÊËすることにより、ÌセンサにÍÎする
コネクタをÏµにÐÑできるため、これはSÒではありません。

4.2 UV��ボックス

4.2.1 メインコネクタ
メインコネクタは、すべてのd!を678インテロゲータにSkに+,するのにà¹で
ある#�があります。

メインコネクタからの+,がòわれた��は、スペアコネクタの�zする+,を �し
て�óできます。

4.2.2 スペアコネクタ
+,ボックスのスペアコネクタには6èéが{·しており、このéのôhêõö÷を

Mします。

"+
ÓÔÕÖは、センサのシステムの�j�を×Øさせ、� ¡を×Øさせる�t�があり
ます。

スペアコネクタが#�な��は、é�をRりÙし、#$+,ケーブル（rW&V、
1-FSOEM-1701-04-01）を+,します。

4.3 ��ケーブル
+,ケーブルを*2+,ボックスからメインコネクタに+,します。

ヒント
なお、_Vに�り�けられていないパンタグラフに�り�けたdeは、��ケーブルを
ÙYして�り�けを¦+することができます。そのÓ、パンタグラフが�Ú�なdÛに
�り�けるときに��ケーブルを�りÀし、Ü³��できます。

ブレークアウトçで、¼FC/APCコネクタをMXFS DIインテロゲータの6ポートに+,し
ます。
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4.4 クリーナーキット
2つのクリーナとアクセサリで��されたクリーナキットがシステムに{·しています。
� クリーナAは、センサボックスの+,に �されるQ-ODC-2コネクタ（プラグおよび
ソケット）に �します。

�4.2 センサコネクタおよび�
��ボックスのセンサプラグYクリーナA

� クリーナBは、*2+,ボックスのメインケーブルまたはスペアケーブルと+,ケー
ブルの�の+,をkëするQ-ODC-12コネクタ(プラグおよびソケット)に �し
ます。

�4.3 プラグ&ソケットアダプタをÙYした�
��ボックスケーブルおよび��
ケーブルコネクタYクリーナB

コネクタは、ほこりが+,��をøげるのを
ぐために、�ìのたびにíîすることが
�ÅにÀ�です。 �しない��は、コネクタを��キャップでïう#�があります。
これらのアクセサリを �してコネクタをクリーニングするh~の��については、コ
ネクタのeð°の�	�：（https://www.hubersuhner.com/fr-fr/documents-
repository/installation-manuals/gen-handling-insp-cleaning/cleaning-instruction-fo-
connectors）を½ªしてください。

ヒント
��ケーブルまたはインテロゲータのFC/APCáコネクタをクリーニングするdeは、
��のFSクリーナをÙYしてください。

https://www.hubersuhner.com/fr-fr/documents-repository/installation-manuals/gen-handling-insp-cleaning/cleaning-instruction-fo-connectors
https://www.hubersuhner.com/fr-fr/documents-repository/installation-manuals/gen-handling-insp-cleaning/cleaning-instruction-fo-connectors
https://www.hubersuhner.com/fr-fr/documents-repository/installation-manuals/gen-handling-insp-cleaning/cleaning-instruction-fo-connectors
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�4.4 ��HBKコネクタクリーナ（âãä(1 - FS-CLEANER）

4.5 MXFS QuantumX BraggMETERインテロゲータ
678インテロゲータは、(Àえば1-NTX001をùして)
Îをeðされ、catmanEasyソフ
トウェアを �してPC (ÀえばEthernet)に+,する#�があります。
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5 ��の��

5.1 catmanで��をde
-Bを�Cするプロセスの��については、デバイスのユーザーマニュアル(A05566)を
ここから½ªしてください。
� [Configure ranges]ボタンをñしてKWを8Bします。

�5.1 [ åæのy  ] ボタン

� 9nmのバンドvYZ�のúëをBòします（�5.2の1を �）。
� 「Create(Z�)」ボタンをñして、バンドのvYZ�をk< (�5.2の2を �)。
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�5.2 Create ranges(åæをP�)します

� 「Apply(t�)」ボタン(3)をñして、^_したコネクタの8BKWをデバイスにt�
します（�5.2の3を �)。

� コネクタの^_（4）を��して、すべてのコネクタに�してÄじy�をóりôしま
す(�5.2の4を �)。

5.2 システムfg
Rしいband definition（バンドBò)が[ûすると、システムはセンサを-Bし、システ
ムの+,
をテストできます。
¼センサにyで¬さな.を$え、DAQソフトウェアから-B�õをöみRることで、セ
ンサをS�できます。このようにして、¼「チャンネル!!とセンサのo�わせ」が«
rされ、センサの$Lが÷
されます（�5.3の1を �）。
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�5.3 システムチェックおよびセンサÐÑ

ヒント
システムèéÓ、��ケーブルを�りÀし、パンタグラフを_Vに�り�ける�Oがで
きます。

5.3 センサ��
FS66HDLおよびFS65HDAセンサは、-Bへのø1��をキャンセルするために、プッシ
ュプル��でFBGを2q �しています。MXFS DIおよびcatmanソフトウェアは、デュア
ルFBGをÑえた6センサを7+サポートしていないため、catmanインターフェースでは
)Bチャンネルを �する#�があります。
¼センサには、8Bに#�なパラメータと�>する8が��されたキャリブレーション
シートが{·しています。
FS66HDLとFS65HDAのbhにはÞ�キャリブレーションëがあります。つまり、¼FBG
の&?ù�はキャリブレーションシートに��されているものでなければなりません。
キャリブレーション8は、これらの&?ù�に�するbhのFBGのù�の�Éの�¬で
す。
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�5.4 FS65HDAキャリブレーションデータの%

�5.5 FS66HDLキャリブレーションデータの%

&?ù�ëは、「KWの8B」インターフェースで�®する#�があります
� キャリブレーションシートに��されているFBGの&?ù�をBòします
（�5.2の5を �)。

� 8BをApply（t�）します（�5.2の3を �）
� ^_したコネクタを��して、すべてのコネクタに�してÄじy�をóりôします
（�5.2の4を �）

DAQチャンネルの½�に�りúえます
� インテロゲータのすべてのチャンネルが「ù�（*�）」としてBòされていること
をS�します（�5.3の2を½ª）
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センサタイプ hi jN
ù�（*�） ù�センサのã.は、ù�の  �Yë です。これは

　FBG のピークëで-Bされるëです。
λ − λ0

� チャンネルüの�をダブルクリックして、センサのüâを��します（�5.3の3を 
�）。

� ¼センサには2つのd!が#�です。ÈÛ��として、センサüに「_1」と「_2」を
#$し、キャリブレーションシートとの�zをS�してください。

FBGピークごとのこれらのq々の-Bëは、キャリブレーション&?ù�に�するù�
の�Éに�zしています。
¼センサの2つのFBGの-Bëをoみ�わせるには、)BセンサをZ�する#�がありま
す
� 「®j」)Bチャンネルボタンをクリックします(�5.6の1を �)。

�5.6 ì-�íチャネルボタン

¼FBGは*�ù�を-Bするように��されているため、ýO(λ−λ0)はチャネルëで
す。
� ¼センサに�zするû1ëで)Bチャンネルを8Bします。FS66HDLの��Àを
�5.7に�します。

� センサのüâを�きüみます（1½ª）。
� �zするã.íEをBòします（2½ª）。
� センサキャリブレーションシートに��されているy¬8を� します (3を½ª)。
� 「)B8Z� (create computation)」 ボタンをñします�5.7 の4を �)。
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�5.7 センサを
�するための�íチャンネルをP�します

[�な��が[ûしたら、)Bチャンネルを8qZ�する#�があります
（4qは$(1�、4qは.-B�）。
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�5.8 4xFS65HDAおよび4xFS66HDLのî<なシステム
�

�5.9 catmanでの�� の%
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5.4 �kNと%�
パンタグラフ56ソリューションは、EN50317jýに?@した+/.とmh�のE0)
BをiLにします。
+/.は、FS66HDLセンサの.-BとFS65HDAセンサからの$(1を��して、��の
8を �して)Bできます。さらに、パンタグラフのD.によるþR(P=(1に��)
が#�です。

（I7）+/.

コンタクトストリップの
Yきによる�
.

D.ピトーX

パンヘッドとコンタクトストリップの
D.リフト（ダウンフォースなど）�<h�

�5.10 パンタグラフ
�にÍする�と¿ï

5.4.1 �kN（Contact Force）

Fc � �

k
f

i�1
FSensor,i �

m
above

ka

�

ka

i�1
aSensor,i � Fcorr,aero

�5.11 EN50317にðづく�ñ��íò

ここで：
� Fc はNíEの+/.です
� Fセンサi、はセンサiでの-Bされた.（N）です
� aセンサi、はセンサiでの-B$(1（íEg）です
� kf は.センサの¬です
� ka は$(1センサの¬です
� maboveは、.センサの�にあるパンヘッドの�eです
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� Fcorr;aero はD.þRë（NíE）。(1に��し、ルックアップテーブルからRSで
きます

5.4.2 %�：
¼コンタクトストリップ�の2D
.3への+ÒのE0は、�5.12の8を �してgB
できます。

x �
F2

F1 � F2

L� L�2

�5.12 �ñó�íのJK

ここで：
� xは、+/ストリップの«äの�Ò(x = 0)を��した+/E0(mmíE)です
� F1 およびF2は、+/ストリップ�のセンサ1および2からの-Bされた.(NíE) です
� Lは.センサ�の��(mmíE)です

�5.13 コンタクトストリップ�のセンサのJK
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�5.14 コンタクトワイヤのジグザグö�を÷すJK� の%

+/.とE0の)Bは、)Bチャネルを �してcatmanでシームレスに��することも
できます。

�5.15 catmanでの�ñ�と�ñJKの�í
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